
鳥獣対策・ジビエ振興室

農林業被害額の推移 （単位：千円）
Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 対前年比

農業 931,166 852,899 794,203 733,950 706,846 641,800 618,790 550,842 540,714 499,503 496,401 99.4%
林業 559,960 564,780 470,389 414,208 362,562 324,490 317,586 285,268 254,723 240,387 245,907 102.3%
計 1,491,126 1,417,679 1,264,592 1,148,158 1,069,408 966,290 936,376 836,110 795,437 739,890 742,308 100.3%

（単位：千円、(  )内数値は構成比）

シカ イノシシ クマ サル その他獣類 鳥類 計
249,983 59,963 101,296 76,223 89,375 163,108

(33.8%) (8.1%) (13.7%) (10.3%) (12.1%) (22.0%)
218,706 52,944 143,941 72,200 88,614 166,249

(29.5%) (7.1%) (19.4%) (9.7%) (11.9%) (22.4%)
対前年比 87.5% 88.3% 142.1% 94.7% 99.1% 101.9% 100.3%
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令和２年度 野生鳥獣による農林業被害の状況について（速報値）

【被害の状況】

【加害鳥獣の状況】

資料 １

○ 令和２年度の野生鳥獣による農林業の被害額（速報値）は、約７億４千万円となり、対前年比
100.3％であった。

○ 農業被害額は昨年度に引き続き減少したが、林業被害額は前年度比102.3%となった。
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○ 鳥獣別の加害状況は、ニホンジカによる農林業被害額が最も大きく、全体の29.4%を占めている。

○ 次に多いのが鳥類(22.4%)で被害額は全て農業被害のもの。わずかではあるが前年度の被害額

より増となった。

○ 獣類による被害はツキノワグマとニホンザルが続き、それぞれ、全体の19.4%と9.7%を占めてい

る。なお、ツキノワグマは林業被害、ニホンザルは農業被害が主となっている。

○ ツキノワグマ、鳥類で被害が増加し、それ以外の獣種では減少した。
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佐久 上田 諏訪 上伊那 南信州 木曽 松本 北アルプス 長野 北信 計
農業被害 66,557 52,938 29,484 45,649 72,408 13,359 62,168 9,838 88,788 55,212 496,401

林業被害 6,000 64 28,669 6,382 145,001 24,487 1,839 68 8 33,389 245,907

計 72,557 53,002 58,153 52,031 217,409 37,846 64,007 9,906 88,796 88,601 742,308

対前年比 101.5% 111.1% 97.2% 96.9% 92.6% 101.8% 97.8% 75.0% 91.6% 148.5% 100.3%

（数値はすべて速報値）

佐久 上田 諏訪 上伊那 南信州 木曽 松本 北アルプス 長野 北信 計
シカ 58,706 7,786 41,004 19,281 63,998 267 4,343 677 13,423 8,861 218,346

イノシシ 2,921 6,405 1,526 2,195 7,775 2,205 3,973 2,191 12,129 11,621 52,941

クマ 1,840 2,395 225 668 70,739 23,489 128 177 3,679 40,603 143,943

サル 0 3 2,394 7,727 25,590 8,771 14,257 1,750 7,143 4,528 72,163

（数値はすべて速報値）
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○ 野生鳥獣の地域別の農林業被害額（速報値）をみると、南信州で全体の29.3%が発

生し、次いで長野（12.0%）、佐久、松本の順に被害が大きい状況となっている。

【令和2年度地域別の農林業被害の状況】

○ ニホンジカ被害は、南信州、佐久、諏訪、上伊那の順で被害が大きく、この４地域で全体の

83.8%を占める。

○ イノシシ被害は、主に農作物の被害であるが、長野、北信で全体の44.9%を占める。

○ ツキノワグマ被害は、南信州、北信地域での造林木の皮剥ぎ被害が主で、全体の77.4%を

占める。

【令和２年度地域別の加害獣別の状況】
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農業被害
林業被害

シカ イノシシ クマ サル その他獣 鳥類
農業被害 122085 50992 16907 69021 70827 166250
林業被害 96261 1949 127036 3142 17466 0

【令和３年度 加害獣別の農林業被害の状況】
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